
職場における化学物質管理における濃度基準値の検討に係る専門家会議 

（（独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所）の概要 

 

 

１ 会議の趣旨・目的 

  新たな化学物質規制において、労働者に健康障害を生ずるおそれのある化学物質のばく

露の濃度基準として設定することとしている「濃度基準値」について、学術的な観点から

その設定方法及び諸課題について検討し、また個々の化学物質の「濃度基準値」の検討の

ための基礎資料となる文献や諸外国のばく露基準値の考え方の文献などのレビューを行

うこと等を目的として、（独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所が設置し、開

催するもの。 

 

２ これまでの検討経過 

 ・第１回（令和３年 11 月１日） 

  濃度基準値のための文献レビュー作成等に当たっての諸課題等について 

 ・第２回（令和４年３月２日） 

  濃度基準値のための文献レビュー等作成の方法及び優先順位等について 

  がん原性物質の範囲の考え方の整理 

 ・第３回（令和４年７月 15 日） 

  濃度基準値のための文献レビュー等作成に当たっての調査方法等について 

  特別則設定物質に対する濃度基準値の設定に関する文献のレビュー等 

がん原性物質の範囲の考え方の整理 
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